
愛知電機

　
愛
知
電
機
は
旧
型
変
圧
器
に
比

べ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
全
機

種
平
均
で
約

％
改
善
し
た
油
入
変

圧
器
と
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
を
発
売
し

た
。
同
変
圧
器
は
最
適
設
計
で
電
気

消
費
量
を
削
減
し
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
高
品
質
な
製
品
に
仕
上
げ

た
。
汎
用
品
か
ら
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
品

ま
で
柔
軟
に
対
応
し
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
。

　
同
社
は
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
へ

の
こ
だ
わ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
情

熱
で
最
高
の
品
質
を
お
客
さ
ま
に

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
製
品
を
提
供
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
削
減
し
て
環
境
保
全
に
貢
献

す
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
１
４
５
月
｜
日
大
阪
で
開
催

　
５
月

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
大
阪
市
住

之
江
区
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
１
４

第

回
電
設
工
業
展

」
が
開

催
さ
れ
る
。
主
催
は
日
本
電
設
工
業
協
会
。

明
日

を
見
つ
め
る
電
設
技
術
！
人
と
地
球
の
エ
コ
ラ
イ

フ
を
テ
ー
マ
に
、
ス
マ
ー
ト
社
会
で
の
電
設
技
術

の
重
要
性
を
紹
介
す
る
。
入
場
料
は
無
料
。
開
場
は

―

時
、

日
は

時
半
か
ら
、

日
は

時
半

ま
で
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
は
東
京
と
大
阪
で
交
互
に

開
催
し
、
今
回
は
大
阪
会
場
と
し
て
は
過
去
最
多
の

出
展
者
数
、
最
大
の
出
展
規
模
と
な
る
。
電
設
関
係

の
技
術
・
製
品
が
並
び
、
電
気
工
事
業
者
、
工
事
発

注
者
、
設
計
者
ら
が
来
場
す
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
展
示
さ
れ
る
中
、
特
に
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
が
注
目
さ
れ
る
。
第

二
次
判
断
基
準
に
適
合
し
た
各
メ
ー
カ
ー
の
新
製
品

が
出
そ
ろ
い
、
各
ブ
ー
ス
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や

独
自
性
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
説
明
員
か

ら
直
接
話
を
聞
き
、
使
用
場
所
・
容
量
に
適
し
た
変

圧
器
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
も
可
能
だ
。
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
の
高
い
効
率
性
、

省
エ
ネ
性
な
ど
の
実
力
を
知
り
、
リ
プ
レ
ー
ス
を
検

討
す
る
機
会
と
な
る
。

　
ま
た
、

日

時
半
か
ら
は
藤
井
聡
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
が
特
別
講
演
会
国
土
強
靱

き
ょ
う
じ
ん

化
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
行
う
。他
に
も
電
気
設
備
に

関
す
る
資
機
材
な
ど
の
技
術
力
を
競
う
「
製
品
コ
ン

ク
ー
ル
、出
展
商
品
や
最
新
技
術
を
紹
介
す
る
「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

トップランナー変圧器２０１４第二次判断基準始まる
　
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
は
省
エ
ネ
法
で
規
定
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機

器
」
に
対
し
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
を
設
定
し
、
出
荷
さ
れ
る
製
品
の
省
エ
ネ
基
準
を

現
行
の
製
品
か
ら
出
荷
比
率
が
少
な
い
一
部
製
品
を
除
い
た
値
以
上
に
定
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
や
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
実
現
す
る
。
産
業
用

機
器
と
し
て
初
め
て
変
圧
器
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
に
指
定
さ
れ
、
２
０
０
６
年

に
油
入
変
圧
器
、

年
に
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
に
対
し
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が
適
用

さ
れ
た
。

年
４
月
１
日
か
ら
第
二
次
判
断
基
準
が
開
始
さ
れ
、
よ
り
省
エ
ネ
性
能

を
高
め
た
製
品
の
開
発
と
普
及
が
進
む
と
期
待
さ
れ
る
。

省
エ
ネ
性
能
さ
ら
に
向
上
コ
ス
ト
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

電
力
損
失
最
小
限
に

ダイヘン

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｅ

Ｃ
Ｏ

」
を
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

た
。

　
旧
シ
リ
ー
ズ
と
同
等
の
据
え
付
け

面
積
で
、
一
層
の
省
エ
ネ
性
能
の
向

上
を
実
現
し
、
旧
型
変
圧
器
に
比
べ

て

％
以
上
の
損
失
低
減
を
可
能
と

す
る
。

　
さ
ら
に
、
地
震
発
生
の
際
に
変
圧

器
端
子
部
の
地
絡
・
短
絡
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
「
減
震
装
置
」
を
用

意
。
防
振
ゴ
ム
付
き
変
圧
器
の
端
子

変
位
量
を
最
大

％
抑
制
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
変
圧
器
の
信
頼
性

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
。

東芝産業機器システム

　
東
芝
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム
は
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
と
し

て
、

年

月
に
油
入
変
圧
器
「
Ｓ

シ
リ
ー
ズ
」
と
モ
ー
ル
ド
変
圧
器

「
ト
ス
モ
ー
ル
ド
Ｎ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」

の
出
荷
を
開
始
し
た
。

　
省
エ
ネ
は
も
と
よ
り
、
据
え
付
け

面
積
を
従
来
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
と
同
等
レ
ベ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
を
実
現
し
、
静
音
性
は
基
準
値
に

対
し
最
大

低
減
し
た
。

　
ま
た
、
耐
震
性
能
に
つ
い
て
は
転

倒
、
加
震
試
験
な
ど
の
検
証
を
行

い
、
端
子
部
変
位
を
従
来
の
２
分
の

１
以
下
に
抑
え
、
電
源
の
信
頼
性
向

上
を
実
現
し
た
。

日立産機システム

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
対
応
の

「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。

　
ま
た
、
同
社
は
省
エ
ネ
効
果
を
よ

り
一
層
高
め
た
超
高
効
率
ア
モ
ル
フ

ァ
ス
変
圧
器
を
い
ち
早
く
量
産
化

し
、
販
売
実
績
を
重
ね
て
き
た
。
さ

ら
に
省
エ
ネ
性
能
を
高
め
た
新
製
品

「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
Ｚ
ｅ

ｒ
ｏ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
、
省
エ

ネ
対
応
製
品
を
拡
充
す
る
。

　
省
エ
ネ
効
果
は
も
と
よ
り
装
備
面

で
の
利
便
性
と
、
よ
り
強
固
な
耐
震

性
能
で
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
を
満
た
す

製
品
を
そ
ろ
え
る
。

富士電機

　
富
士
電
機
は
工
場
や
ビ
ル
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
省
電
力
化
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
実
現
し
、
地
球
環
境

保
護
に
貢
献
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

変
圧
器
２
０
１
４
を
フ
ル
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
た
。

　
油
入
変
圧
器
は
鉄
心
に
磁
区
制
御

材
、
絶
縁
材
料
に
耐
熱
材
を
採
用

し
、
高
効
率
化
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
を

実
現
し
た
。
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
は
巻

線
へ
の
真
空
注
型
技
術
の
採
用
に
よ

り
、
優
れ
た
特
性
と
絶
縁
性
能
を
確

保
す
る
。

　
低
騒
音
化
、
耐
震
性
、
保
守
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
利
便
性
も
向
上
さ

せ
、
ユ
ー
ザ
ー
の
安
全
・
安
心
を
高

め
た
製
品
と
し
て
い
る
。

三菱電機

　
三
菱
電
機
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
適
合
製
品
と
し
て

「
油
入
変
圧
器
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
「
モ

ー
ル
ド
変
圧
器
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
を
そ

ろ
え
た
。
旧
型
変
圧
器
と
比
較
す
る

と
約

％
の
省
エ
ネ
化
を
図
っ
た
。

こ
れ
に
加
え
、
耐
震
性
、
保
守
性
も

向
上
し
た
製
品
だ
。

　
ま
た
、
省
エ
ネ
基
準
値
を
大
き
く

上
回
る
「
ス
ー
パ
ー
高
効
率
モ
ー
ル

ド
変
圧
器
Ｅ
Ｘ
―
α
シ
リ
ー
ズ
」

「
ス
ー
パ
ー
高
効
率
油
入
変
圧
器
Ｅ

Ｘ
―
β
シ
リ
ー
ズ
」
も
用
意
し
て
い

る
。

　
多
様
な
製
品
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ザ

ー
の
省
エ
ネ
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製

品
提
供
を
可
能
と
す
る
。

明電舎

　
明
電
舎
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧

器
２
０
１
４
に
適
合
し
た
油
入
変
圧

器
、
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
の
出
荷
を
開

始
し
た
。
油
入
は

年
度
、
モ
ー
ル

ド
は

年
度
に
適
用
が
開
始
さ
れ
た

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
の
第
一
次

判
断
基
準
に
適
合
し
た
低
損
失
・
高

信
頼
性
の
製
品
を
新
基
準
適
合
製
品

と
す
る
た
め
、
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
さ
せ
た
。

　
新
基
準
適
合
の
変
圧
器
を
顧
客
に

提
供
す
る
こ
と
は
、
使
用
電
力
量
を

削
減
し
電
気
料
金
の
削
減
に
直
接
的

に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
り
、
地
球
環
境
保
全
へ
の
貢
献
が

可
能
に
な
る
。

東光高岳

　
４
月
１
日
、
東
光
高
岳
は
高
岳
製

作
所
と
東
光
電
気
の
完
全
統
合
に
よ

り
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
電
力
向
け
機
器
の
開

発
で
培
っ
た
高
い
信
頼
性
と
低
損
失

化
技
術
を
注
ぎ
開
発
し
た
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
は
、
業
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
信
頼
性
・
経
済
性

を
備
え
た
変
圧
器
だ
。
工
場
や
ビ
ル

設
備
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
、
電
力
料
金
の
削
減
に
貢
献

す
る
。

　
ま
た
、
励
磁
突
入
電
流
を
従
来
比

―

％
削
減
可
能
な
励
磁
突
入
電

流
抑
制
型
変
圧
器
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
、
常
に
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１４年 平成２６年 ５月２１日 水曜日 　　

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
以

前
の
旧
型
変
圧
器
の
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
は

％

以
上
と
高
効
率
で
、
電
動
機

な
ど
と
比
較
し
て
も
損
失
は

大
幅
に
少
な
い
。
し
か
し
、

稼
働
台
数
が
多
く
、
総
容
量

で
は
大
き
な
損
失
に
な
る
と

し
て
、
変
圧
器
が
省
エ
ネ
法

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
に

指
定
さ
れ
た
。
変
圧
器
は
工

場
、　事
業
所
、　病
院
、　公
共
施

設
な
ど
で
使
用
さ
れ
、
電
力

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
う
半
面
、

―

年
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し

く
な
く
、更
新
さ
れ
に
く
い
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器

２
０
１
４
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
効
率
は
約

％
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
損
失
は
旧
型
と
比

較
す
る
と

％
低
減
し
、
世

界
最
高
レ
ベ
ル
の
水
準
。
旧

型
変
圧
器
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
変
圧
器
２
０
１
４
に
リ
プ

レ
ー
ス
す
る
だ
け
で
電
力
コ

ス
ト
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
大

幅
な
削
減
が
可
能
と
な
る
。

　
省
エ
ネ
性
能
を
高
め
る
に

は
電
力
効
率
の
良
い
素
材
・

材
料
が
必
要
不
可
欠
。
導
電

材
料
を
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
か
ら

銅
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

電
力
損
失
の
削
減
が
可
能
と

な
る
。
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
の

和
田
正
彦
事
務
局
長
は
「
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０

１
４
に
よ
り
、
銅
の
需
要
が

増
加
す
る
だ
ろ
う
」
と
銅
市

場
の
活
発
化
を
予
測
す
る
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２

０
１
４
の
普
及
に
伴
い
、
鋼

板
や
鉄
心
な
ど
の
材
料
に
も

好
影
響
を
及
ぼ
す
と
期
待
さ

れ
る
。

　
第
二
次
判
断
基
準
の
作
成

に
あ
た
り
、
日
本
電
機
工
業

会

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ

は
耐
震
規

格
を
作
成
し
た
。
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
変
圧
器
、
配

電
盤
、
工
事
の
施
工
管
理
が

二
次
災
害
を
引
き
起
こ
す
要

因
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
変

圧
器
の
強
度
と
端
子
の
変

位
、
防
振
装
置
の
扱
い
関
係

に
つ
い
て
耐
地
震
仕
様
を
明

確
に
し
た
。

　
他
に
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合
の

油
入
変
圧
器
で
の
排
油
装
置

お
よ
び
温
度
計
の
標
準
付
属

を
従
来
の
１
５
０

以

上
か
ら
、

以
上
に

拡
大
し
、
劣
化
判
断
の
簡
易

性
や
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い
や
す

さ
に
配
慮
し
た
仕
様
・
構
造

変
更
を
行
っ
た
。

トップランナー変圧器２０１４
のロゴマーク。省エネルギー基
準達成を示す

　
現
在
、
旧
型
変
圧
器
は
約

２
６
０
万
台
が
稼
働
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
は
年
間
約
１
７

０
億

時
に
な
る
が
、
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０

１
４
へ
更
新
す
る
こ
と
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

―

％
削
減
で
き
る
。

　
現
状
機
器
の
負
荷
状
況
に

応
じ
、
変
圧
器
の
適
正
な
配

置
、
容
量
の
見
直
し
を
行

い
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧

器
２
０
１
４
を
導
入
す
る
こ

と
で
電
力
損
失
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
「
工
場
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
よ
る
工
場
内
の

変
圧
器
稼
働
状
況
調
査
」
で

は
、
５
０
０

４
台
と

２
台
の
旧
型
変
圧

器
を
、
７
５
０

１

台
、
５
０
０

１
台
、

１
台
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４
に

統
廃
合
し
、
適
正
な
負
荷
率

で
稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
電
力

消
費
量
は
年
間

・
９

時
、
電
力
料
金
は
同

万
８

０
０
０
円
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

は
同

・
９

を
削
減
で
き

る
と
い
う
。

　
ま
た
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、
相
数

が
三
相
、
定
格
周
波
数
が

、
定
格
容
量
が
５
０
０

の
油
入
変
圧
器
を
例
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
と
年

間
電
気
料
金
を
比
較
。
こ
の

結
果
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
は
旧
型
に
比
べ
１

２
０
０

減
の
１
２
５
０

で
、
消
費
効
率
は

％
向
上

す
る
。
年
間
電
気
料
金
は
単

位
電
気
料
金
を
１

時
当

た
り

円
と
し
て
算
出
す
る

と
、
旧
型
比

万
７
０
０
０

円
減
の

万
１
０
０
０
円
に

な
る
。
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
も

旧
型
比

万
円
減
の

万
円

と
、
大
幅
に
コ
ス
ト
削
減
で

き
る
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器

２
０
１
４
は
省
エ
ネ
実
現
、

電
力
コ
ス
ト
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
実
現
す

る
。
導
入
し
て
い
る
設
備
が

「
ま
だ
使
え
る
」
の
で
は
な

く
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧

器
２
０
１
４
を
早
急
に
導
入

し
、
経
費
削
減
と
環
境
保
全

に
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
。


